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お得な年パス 

●小石川後楽園用● 
一般:１､２００円 

６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
午前１０時～ 

英語による庭園ガイド
ツアー(無料)、開催中！ 

国分寺市 殿ヶ谷戸庭園 
小
石
川
後
楽
園 

ゆ
か
り
の
園
探
訪･

そ
の
九 

 

今
回
の
ご
紹
介
は
、
都
立
九
庭
園
の
お
仲
間
か
ら
、
武
蔵
野
の
面

影
が
た
っ
ぷ
り
と
残
る
殿
ヶ
谷
戸(

と
の
が
や
と)

庭
園
で
す
。 

(

写
真
撮
影:

十
一
月
十
日) 

 

 
検索→都立庭園 園長の採れたて情報 

秋のお楽しみ情報 

ホームページ 検索→庭園へ行こう 見てね！ 

 小石川後楽園「深山紅葉を楽しむ」 
 期間:１１月２２日(金)～１２月８日(日) 
 内容:例年、小石川後楽園の紅葉が最も見
頃を迎える上記期間中に、今年もたくさんの
イベントをご用意致しました。園内の紅葉と
合わせて、ぜひ、お楽しみ下さい。 
●茶会(11/23･土祝) ●ワラボッチの一

輪挿し作り(11/24･日) ●江戸糸あやつり
人形(12/1･日) ●伝統技見学会「雪吊り」
(12/7･土※雨天中止) ●江戸太神楽(12/8･
日※雨天中止) ●植木市、水戸の名産品･軽
飲食の販売、庭園ガイド等、詳細は、チラシ、
ＨＰ等でご案内をしております。 

小
さ
な
雑
記 

 

先
日
、
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う

マ
マ
の
隣
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー

の
下
か
ら
ひ
ょ
っ
こ
り
と
顔

を
出
し
た
女
の
子
、 

〝
み
○
○
き 

○
○
○
で
～

す
〟
元
気
に
名
前
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。 

〝
名
の
ら
な
く
て
も
良
い
の

よ
〟
苦
笑
い
の
マ
マ
に
〝
だ

っ
て
、
名
前
が
わ
か
ら
な
い

と
困
る
で
し
ょ
〟
カ
ワ
イ
イ

持
論
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
う
だ
ね
、
名
前
が
わ
か

ら
な
く
て
も
大
丈
夫
な
コ
ト

は
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、
名

前
が
わ
か
る
と
、
も
っ
と
距

離
が
近
く
な
っ
て
、
仲
良
し

に
な
り
た
い
な
、
っ
て
こ
と

は
そ
れ
以
上
に
た
く
さ
ん
あ

る
か
も
し
れ
な
い
ね
。
窓
口

で
も
、
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
て

み
た
り
し
ま
す
。 

 

お
友
達
を
イ
ッ
パ
イ
連
れ

て
、
ま
た
、
遊
び
に
来
て
ね
。 

 

 

小
石
川
後
楽
園
・
職
人
の
仕
事 

【
冬
支
度
・
菰
巻
の
巻
】 

 

秋
も
後
半
戦
、
小
石
川
後
楽
園
で
も
庭
園
の
冬
支
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
今
回
は
【
松
の
菰
巻(

こ
も
ま
き)

】
作
業

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

【ししおどし】 
小
石
川
後
楽
園
の 

ち
ょ
こ
っ
と
雑
学
辞
典
② 

 

小
石
川
後
楽
園
の
《
ち
ょ
こ
っ
と
》

面
白
い
も
の
を
ご
紹
介
！ 

 例年、小石川後楽園の紅葉の最盛期は 11月下旬
から 12 月上旬です。今年も下記ツイッターやホー
ムページで紅葉状況をご案内していく予定です。 

 

菰
巻
は
江
戸
時
代
か
ら
大
名

庭
園
で
行
わ
れ
て
き
た
害
虫
駆

除
の
方
法
、
春
先
に
こ
の
中
で

越
冬
し
た
マ
ツ
カ
レ
ハ
の
幼
虫

等
を
菰
ご
と
焼
却
し
ま
す
。 
 

藁(

わ
ら)

で
出
来
た
菰
を
上

下
二
ヶ
所
で
縛
り
ま
す
。
上
は

虫
が
入
り
や
す
い
よ
う
に
、
少

し
ゆ
っ
た
り
と
二
周
、
下
は
キ

リ
キ
リ
と
キ
ツ
メ
に
三
周
、
結

び
目
を
松
が
一
番
恰
好
良
く
見

え
る
位
置
に
合
わ
せ
ま
す
。 

 

春
先
に
な
っ
て
解
く
と
、
害

虫
だ
け
で
な
く
、
害
虫
を
食
べ

て
く
れ
る
ク
モ
も
一
緒
に
出
て

く
る
そ
う
。
冬
の
間
、
こ
の
中

で
イ
ロ
イ
ロ
な
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
も
い
る
よ
う
で
す
。 

 小石川後楽園の窓口前、独特の 
音色でお客様をお迎えしているこの 
設えは【ししおどし】と呼ばれます。 
 日本庭園では、聴覚から風情を感じて頂く
役目をしていますが、本来はニホンジカ等、
農作物に被害を与える鳥獣を威嚇し、追い
払うための装置、『帽子』や『かかし』も含め
たものを総称して【ししおどし】と呼んだそう。 
そのため漢字では【鹿威し】と標記されます
(鹿脅し、獅子威し、等もあるようです)。 
 別名は添水(そうず)、僧都(そうず)や案山
子(そおず)が変化したものともいわれます。 
俳句の世界では秋の季語、飯田蛇忽は 
 風雨やむ 寺山裏の 添水かな 
と、詠んでいます。 
 この秋の紅葉狩りは、錦に染まっていく景色
に音色も添えてお楽しみくださいませ。 

 

 大正初期の江口氏別邸を、昭和初期に岩崎彦彌太
氏が買い取り、和洋折衷の邸宅、数寄屋風の茶室(紅
葉(こうよう)亭)等を建築し、地域の自然植生を巧みに
取り入れた造園が行われる。 
 昭和４０年代、都市再開発構想に伴い消失の危機を
迎えるが、地元住民による反対運動の結果、東京都所
有となり、昭和５４年から一般公開される。 
 庭園名は、昔、この地が国分寺村殿ヶ谷戸だったこと
に由来する。 

 JR 国分寺駅から徒歩２分、門をくぐると広がる奥行きのある芝
生の庭、地元の皆様に大切に守られているこの庭園も、そろそろ
紅葉の盛りを迎えます。園内の地形を巧みに活かし、津田鑿(さく)
氏が設計した“紅葉亭”から見下ろす紅葉がお奨めです。 
 それから少し変わったお楽しみも・・・京都洛北の岩倉実相院
では、ピカピカに磨きこまれた黒い床に映り込む紅葉を愛でる『床
紅葉』が人気ですが、こちらでは、紅葉亭の軽く波打った硝子、
そこに映る色付いた紅葉の姿は『硝子紅葉』といったところでし
ょうか。日々、濃くなって行く紅色を、柔らかく映し出してくれ
ています。 
 国分寺は都心からも電車で 30 分程、豊かな緑と湧水に出逢え
る街、“こくぶんじ恋のみち”や“はけの道コース”など史跡を巡
るコースも設定され、訪れる人々を迎えます。 

 

 
11月 6日撮影 馬場桜 

 

日
毎
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
小
石
川
後
楽
園
、
園
内
の
モ
ミ

ジ
は
ほ
ん
の
り
と
色
づ
き
始
め
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
は
強
い
風
が
吹
く

と
落
葉
の
ダ
ン
ス
を
舞
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
ち
ら
の
写
真
は
、
春
、
一
足
先
に
咲
き
出
す
み
な
さ
ま
に
大

人
気
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
、
ま
だ
、
緑
の
多
い
園
内
で
、
黄
葉
も
一
歩 

 
 

リ
ー
ド
、
渋
い
黄
色
が
秋

晴
れ
の
青
空
に
良
く
映
え

て
い
ま
し
た
。 

 
「
モ
ミ
ジ
は
、
今
年
も
綺

麗
に
染
ま
っ
て
く
れ
る
か

な
？
」 

職
員
一
同
も
、
わ
く
わ
く

ド
キ
ド
キ
の
毎
日
で
す
。 

 

十
一
月
二
十
二
日(

金)

か
ら
は
紅
葉
時
期
の
イ
ベ

ン
ト
『
深
山
紅
葉
を
楽
し

む
』が
始
ま
り
ま
す
。 

 

一
年
に
一
度
、
木
々
た

ち
が
秋
の
晴
れ
姿
を
ご
披

露
致
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み

な
さ
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
ま
せ
。 
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